第2章 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたお),機織)りと建築
１　機織り

　日本の機織りの歴史は古く、遠く古代からあったと伝えられている。奈良時代になると、朝廷へのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みつぎもの),貢物)のうち、高級絹織物を業とする部族集団があちこちにできた。

　その部族は、泊村の近くでは、西にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とりべ),文部)、東にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すぐりべ),勝部)がある。倭文部の氏神を倭文神社といい、宮内にある。勝部の氏神は絹見幡井神社である。いずれも格式高いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しきないしゃ),式内社)である。両部族に隣接した現在の泊村地区は、昔から機織物の盛んな土地柄であったことがうなずける。
　時代は下って江戸時代になると、以前にも増して一般家庭での綿織物の生産が盛んとなった。衣服はほとんど自家製でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まかな),賄)うよう心掛けたからである。一方では、全国でも指折りの綿の生産地であった浜の目（弓浜半島）の、大勢の行商人が、綿を背負って村々を売り歩いたものである。
　昭和の初めごろまで、大抵の家庭には、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかはた),高機)」があった。染色だけは、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうや),紺屋)」の世話になったが、その他は、薄暗い家の中で、障子明りをたよりに織ったもので、軽快なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさ),筬)の音が、寒い冬の日はどの家からも聞えて来た。この機織り技術は、特に農家の嫁としての不可欠条件で、娘が年頃になると、母親は毎日教えこんだものである。綿をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つむ),錘)いで糸をとり、面倒な工程を重ねて機織りをした伝統的技能を伝える人は少なくなってしまった。
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